
会 議 記 録 
会議名称 第８回忠類地域住民会議 

開催日時 平成 27年８月 25日（火）13:30～15:32 

開催場所 忠類総合支所２階小会議室 

出 席 者 委員長、委員 14名中出席者９名、事務局６名、説明員２名 

次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1) 合併後 10年の検証について 

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(１)  合併後10年の検証について 

・忠類の活性化のために、まず農業を振興させて人を呼び込む必要がある。 

・忠類地域の活性化に付随する産業、教育、福祉等、部門別の意見を集約し

たものと合併の検証等を足した形で今期のまとめにしたい。 

・どのようにして更に住みやすいまちを作って行くか、前向きな方向でまと

めたい。 

(２)  その他 

・道の駅やキャンプ場に、飲食店等の案内地図があれば便利。 

・サイクリングコースの指定だけではなく、徹底して整備をした方が良い。 

・道の駅の前、川の積みブロックが倒れかかっている。改修する予算付け

が出来ないか。 

・忠類の産業等について学ぶ、中学生を対象とした校外学習を提案したい。 

・町有地の土地利用計画をもっと揉んではどうか。インターチェンジが出

来て便利になったので、道の駅界隈にもう少し引き付ける店舗が欲しい。 

・企業誘致をする、民間に開放して利用してもらうなど、いろいろなやり

方がある。官民一体になって知恵を出して行かなければ難しい。 

・企業の種類にもよるが、評判の良いものになればという期待はある。 

・屋台村のような小さな店舗の集まりが、人を引き付けるのではないか。 

・町有地を希望している事業者の考えを知った方が良い。事業者としての

考えがある。 

・町の土地を売買する時に、用途制限を述べるのは当然。 

・業者は利潤目的で、選考委員会にも限度がある。既存の飲食店はどうな

るのか。 

・売却ありきで進んでいるが本当に正しいのか。要の場所をあっさり売却

するのはどうか。 

・もし頓挫した時に対応できるよう、町有地利用は貸出しが良い。個人的に

は農村レストランや、子ども達のクッキー作り体験も出来る、自由度の高

い洋菓子店が良い。 

４ 閉会 

 


